
令和４年度 第３回 学校運営協議会 

浜松市立中瀬小学校 

１ 日時 令和５年２月１７日（金）１０：００～１２：００ 

２ 会場 浜松市立中瀬小学校 会議室 

３ 内容 
                                進行（平野） 

（１）会長挨拶                     
 
（２）校長挨拶 
 
（３）議長の選出 

     
    （４）前回会議録確認               （ＣＳディレクター） 
 
    （５）熟議                        進行（議長） 

  ①学校評価の結果について                 （平野） 
       ・子供たちの挨拶改善に向けて 
       
      ②学校運営協議会の１年間の取組について【自己評価】   （各委員） 
  
 

③次年度の学校経営方針・教育活動【予定】について  （校長・平野） 
 
 

    （６）連絡 
      令和５年度 第１回学校運営協議会 令和５年 ５月１２日（金）予定 
            第２回学校運営協議会 令和５年１２月１３日（水）予定 
            第３回学校運営協議会 令和６年 ２月１６日（金）予定 
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「ゴール目指して、かんばるぞ！」 なかぜっ子走（持久走大会）より 
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「令和４年度 全国学力・学習状況調査」の結果について 

                                    浜松市立中瀬小学校 

６年生の子供たちが４月に行った「全国学力・学習状況調査」の結果（浜松市まで）が、９月末に公表されました。

本校の結果についてもまとまりましたので、概要をお知らせします。 

 

１ 全体の傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 国語科について 

〇 よくできた点 

話し合いの様子を読み発言の意図を読み取ったり、話の中心を捉えたりする問題や、本文の言葉や文を取

り上げて考えをまとめる問題がよくできていました。 

 今年度、伝え合う活動に重点を置いて授業を進めてきました。話し合いを進めるためにどのような言葉が

有効であるか、発言者の意図がどのようなものなのかなど、考える力が身に付いてきていることが伺えます。

また、本文の言葉を用いて、自分の考えを整理し直す力も伸びていることが伺えました。 

 

● もう少し力を高めたい点 

物語文の登場人物の行動や気持ちについて叙述を基に捉える問題や条件に合わせて自分の考えを書く問題

に課題が見られました。 

一方、物語文の中で、様子や気持ちを表す言葉を見付けたり、人物像や物語の全体像を想像したりする力

については課題が見つかりました。また、意図を読み取れても、それを自分の考えとして表現する力、書く

力をさらに伸ばしていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

           

３ 算数科について 

○ よくできた点 

分類整理されたデータから目的に応じて必要な情報を読み取る問題がよくできていました。また、位の大

きい場合の乗法、2位数同士の公倍数を求めるといった、基本的な計算や数の処理においては、全体的に全国、

県の平均を上回っていました。 

 日常生活の問題を解決するために、データの特徴や傾向を読み取ることができています。日常生活や各教

科の学習において、様々な資料に触れることで、目的に応じたデータの活用法が身に付いてきていると思わ

れます。                                    

  小学校６年生 平均正答率（％） 

 国語 算数 理科 

浜松市 ６７ ６４ ６２ 

静岡県 ６６ ６３ ６２ 

全国 ６５．６ ６３．２ ６３．３ 

本校 ６６ ６５ ６５ 

・国語は、県の平均と同程度、全国の平均をやや上回る正答率でした。 

 

☆今後の授業に向けて 

・自分の考えを書いて表すために、必要な文型を指導していくとともに、書く活動の機会

を確保していきます。 

・読書を推奨するとともに、話し合う活動の経験を増やしていくことで、様々な言葉の使

い方に触れられるようにしていきます。 

・漢字を日常的に使用するように、継続して指導、声掛けをしていきます。 

※裏面もご覧ください 



● もう少し力を高めたい点 

割合の意味や性質に関する理解、目的に応じて複数の計算方法を組み合わせる必要がある問題に課題が見

られました。 

 具体的な場面では、割合を用いて知りたい数量を求めることがある程度できていました。一方で、例えば

ジュースの量が半分になってもその濃度は変わらないといった生活経験から想起できる割合の性質について

の問題では正答率が低くなっていました。また、加法と乗法を組み合わせて計算する必要がある問題では、

計算の順序の間違いや無回答がやや多く見られました。 

 

 

 

  

 

 

４ 理科について 

○ よくできた点 

知識を問う問題では概ね正答率が高くなっています。また、提示された情報を、複数の視点で分析、解釈

する問題もよくできていました。 

   実験器具の名称や使い方、光の進み方の性質など、知識を問う問題では正答率が高く、知識の定着が進んで

いることが伺えます。また、提示された実験結果から、問題に対するまとめにつながる情報を選択することも

よくできていました。 

 

 ● もう少し力を高めたい点 

観察対象を複数の視点で分類する問題や、複数の観察記録をまとめて新しい考えに整理する問題

に課題が見られました。また、実験の結果を指定された視点で分析、解釈し、まとめを自分の言葉

で記述する問題では正答率が低くなっていました。 

    昆虫の観察記録を考察する問題では、観察した昆虫を複数の条件で分類した際に、どの分類に当てはまるの

か判断する問題や分類に必要な条件を調べるための観察方法を選択する問題で正答率が低くなっています。缶

に光を当てたときの中の水の温度の変化と、缶の色の関係を調べる実験結果について、まとめに必要な情報を

適切に選択して記述する問題では、必要な情報が不足している間違いが多く見られました。特に数値で表され

た結果を言葉で記述する点で課題が残りました。 

 

 

 

 

 

 

５ 今後に向けて 

・ 子供たちが進んで「伝えたい」と思える授業を通して、子供たちの表現力を高めていくとともに、

協働的な学びの経験を積み重ねていきます。 

・ 高学年で実施している教科担任制のメリットを生かし、教員の教科指導の専門性を高め、より「分

かる」「楽しい」授業実践に努めていきたいと思います。 

☆今後の授業に向けて 

・問題文にある条件を正しく読み取り、それに則した解答を導き出せるようにしていきます。 

・割合やがい数といった用語の意味や性質の理解を深めていけるよう、重要な用語は復習の機会を計画的

に設定していきます。 

☆今後の授業に向けて 

・類似した問題に取り組むようにし、身に付けた知識を活用する場面を増やしていきます。 

・実験結果を正確に記録するだけではなく、考察を自分でまとめる時間を確保していくことで、思考力・

表現力を育てていきます。 
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令和４年度 浜松市立中瀬小学校 学校評価報告書

評価結果及び考察
１【学校評価アンケート（児童対象）】

・「学校に行くのが楽しい」の結果から、子供たちの学校生活の充実が感じられる。学級担任を中

心とした学級づくりの成果だと考える。今後も児童理解を深めるため、子供たちとの関わりを深め

ていきたい。

・「勉強が分かる」では、多くの子供たちが「分かる」という回答をしている。「できた」「分かっ

た」と実感できる授業を目指した教職員の日々の授業研究の成果だと考える。また、今年度から導

入した「高学年における教科担任制」による、より専門的な授業によって子供たちの学びへの意欲

が高められたことも一因として考えられる。

・「進んであいさつができる」では、子供たちの評価と保護者・教職員の評価の結果に相違が見ら

れる。子供たちには、どのような「あいさつ」が望ましいのか具体的な姿を提示しながら指導を進

めていきたい。また、校内だけでなく校外でもあいさつができる子を育てていけるよう、家庭・地

域と連携していきたい。

２【学校評価アンケート（保護者対象）】
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・「気持ちのよい挨拶ができる」…保護者・地域からも子供たちの挨拶に課題があると感じられてい

る。学校内だけでなく、学校外・地域でも挨拶ができるよう指導を継続していきたい。

・「自分がたてた目標に向かって努力することができる」…なかぜっ子走（持久走）に向けて子供た

ちがひとりひとりが目標に向かって努力する姿が見られた。こうした姿が、学習等でも見られるよ

う課題解決のため継続的に取り組んでいけるような課題を設定する等、指導の改善を図っていきた

い。

３【学校評価アンケート（教職員対象）】

・学校教育目標「友達を大切にし、広い心で助け合う」を全教職員が意識し、教育活動に取り組ん

できたことが表れている。

・「気持ちのよい挨拶ができる」…「挨拶」は中瀬小学校の子供たちの課題としてとらえている。

教育課程編成会議の中でも、子供たちに求める「望ましい挨拶の姿」について話し合い、具現化に

向けて「委員会によるあいさつ運動」や「あいさつカードによる奨励」等、対策に取り組んでいる。

・「進んで自分の考えを伝えることができる」…長いコロナ禍で話し合い活動やグループ学習が制

限され、友達に自分の考えを上手に伝えられない、友達と関われないという子供たちが増えている。

制限された環境の中でもＩＣＴ機器の活用等、自分の考えをまとめ、表現する場を工夫していきた

い。



令和４年度 学校運営協議会自己評価 

 

〈評価項目１〉 学校運営の基本方針について熟議することができたか。 

 

・ 学校運営の基本方針について説明を受け資料を読むことによって、浜松と

しての教育目標と中瀬小学校としての環境を理解した上でのとても良い方

針であることが理解できた。ただ、私自身としては、浜松市 PTA 連絡協議

会の理事としての学ぶ機会が多かったのでより理解ができたが、これらの

方針が保護者、地域の方々により多く説明、表明し共有していくことがも

っとよくして行くには必要だと思った。 

・ 人が集まるリアルの活動（ＣＳ含む）の大切さを感じた。 

・ 今年度の中瀬小グランドデザインについて、校長先生より具体的に説明をし

ていただき、内容について委員それぞれから質問や意見も出て熟議ができた

と思う。 

・ 初年度ということもありコロナ禍の中でどれだけの活動（運営）ができるか、

とのことも含め、まずは方針について委員全体で理解と共有を会議で深めて

いけたが時間が足りない部分もあった。 

・ 校長先生からの丁寧な説明を受け、委員それぞれ自分の思うところを忌憚な

く出し合うことができた。いろいろな立場の委員の意見を聞けたことは、自

分の考えを深めたり広げたりするのにも有意義だった。しかし、学校運営の

基本方針となれば、学校側が中心となるのは当然であり、委員は意見を述べ

るというより、質問をすることで、その理解を深めるという形になると思う。

それが熟議といえるかは疑問である。 

・ 学校側から今年度の「学校経営方針」について丁寧な説明がなされたが、正

直なところ自分の中に落とし込むことが十分ではない…と感じている。教育

目標・経営目標・重点目標等々、しっかりと理解をしたいと思ってはいるが、

やはり一度には無理がある。今後の取り組みの中で、徐々に理解を深め、地

域の応援団としての観点からの意見などが発信していけるよう努めたい。 

・ 学校運営の支援者という立場からすると、基本方針を常に念頭に置くことは

できなく、各論というか具体論で協議をしがちではあるが、時には総論（基

本方針）に照らした熟議も大切なことであると思う。 

・ ３回目の協議会で、初めて色々な意見が出たように思う。校長の後押しをす

る当事者としての自覚を持つには、正直難しい。中瀬小の特色とは何か。そ

れを生かすためには、どのような取り組みが必要かなど、私自身の課題とし

て受け止めて、初めて、当事者意識が芽生えるように思う。まだまだ第三者



的な立場のように思える。よく考えられた５年度の教育基本構想をまず理解

することから始めたい。 

 

〈評価項目２〉 学校運営に資する活動について熟議を進めることができたか。 

 

・ ＣＳスタートの年で、さまざまな学校活動や教育にどのようにかかわってい

くのか、なんとなくコーディネーターさんからの説明と共に見えてきたよう

に思った。 

・ アフターコロナでの学校の取組み・努力を感じ取ることもできた。 

・ 活動については、まずは学校側からの今までの報告を受けて、コロナ禍でも

進めていけるにはどうすればいいかを話し合った。その上でコーディネータ

ーとして、学校からのニーズを探り、今後の計画と地域・保護者がそこにど

う関わっていくか、または、つなげていけるかを委員に意見を求め熟議がで

きた。 

・ １２月の会合で、それぞれの学年から、ボランティアや講師が必要と思われ

る活動が提示されたことで、子供たちの学習活動の課題・ニーズがよく分か

った。これを基に、今後、熟議を進めていけるのではないかと思った。 

・ コロナ感染拡大で、学校の活動が縮小され、人の出入りも制限される中、活

動を絞って提示することは現実的であるし、有効であると思った。 

・ 今年度からの開始ということもあり、〝学校運営協議会〟とは何か…という

ところからの理解であり、まずはどのようなニーズがあるのかなどの準備段

階であった。また、確認したい内容等の意見を出し合うなど、活発な話し合

いもなされた。 

・ 開設初年度から、さまざまなボランティア活動が地道に展開され、今後につ

ながっていく確かな手ごたえを感じた。協議会委員の積極的な連携と、学校

側との協調が図られていることだと思う。 

・ 評価の視点として８個ある。これらの評価項目の視点は、委員としての私が

持っていなければならない。そのことを今回のアンケートを書くに当たって

気付いたのが率直な感想である。来年度の協議で、これらの視点で話し合い

をしていけば熟議につながるかもしれないが、もとより熟議をすることが目

的ではないので難しい。 

 

 

〈評価項目３〉 今年度の取組の評価を踏まえた来年度の目標（取組の重点） 

 

・ 子供たちの充実した環境の実現には、現場の教職員が満足できていることが



大切なので、教員満足向上の支援も検討できないだろうか。 

・ 委員に教育関係者以外の基本方針に応じた地域・企業などの人や、保護者・

３年間協力してもらえる人を含められる最良の委員構成を検討してもらい

たい。（選出方法含む） 

・ ＣＳ初年度であり運営委員会も発足したばかりということで、まずは学校教

育に何が必要か、活動内容にはどんな意味があるのかを知り、実際に運営委

員としてどう関わっていくのかを学び直しさせてもらった。 

・ まだまだ学校運営を地域や保護者とともに進めているところまでは認識さ

れていないので、来年度はもっと積極的に情報発信をして認識を深めて周知

していきたい。 

・ まだまだ学校への出入りが思うようにできない中、学校の様子を知ることが

できる機会を大切にし、学校のニーズに沿った話し合いができるように心掛

けていきたいと思う。 

・ メンバー間の関係づくり（信頼関係・よい雰囲気など）を基盤としながら、

より良い学校運営協議会を目指し、今後の取り組みに意欲を高めていきたい。 

・ コロナの終息が見通せない最中、子供たちにとっても、教職員の方々にとっ

ても、協議会委員にとっても…etc、達成感や充実感など味わっていけるよう

熟議を深めていきたい。 

・ 長期に渡るコロナ禍は、地域力の推進に大きなダメージを与え、なかなか地

域力を活用していくことに困難も多かった。少しでも地域力につながる状況

に回復することを期待したい。 

・ ４年度のアンケートから来年度へ生かすとすると、 

① 「挨拶」の評価が児童と保護者、教員に大きなズレが見られる。この原因

と対策を考えたい。来年度の評価のズレがどうなるか。。。 

② 児童アンケート（７・８）友だちがいる割合に対して、相談する数値がや

や低い。毎日の生活の中では、様々な悩みをかかえるのが普通。悩みや弱

音をはく勇気・友達や先生との関係ができる手立てを考えたい。 
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